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　湘南キャンパスを南北に貫くメイン
ストリート、中央通り。創立者が愛し
たケヤキの木々が両わきに植えられ、
見事な並木道を形成しています。

はくば欅
ケヤキ

の如くわれ生きん
  　　　緑に萌えて紅に散る
　この歌は、東海大学の創

立者・松前重義がケヤキを主題に詠ん
だものです（『随想集　欅と私』1977
年、東海教育研究所刊に所収）。
　ケヤキの木をこよなく愛した創立者
は、湘南キャンパスの開設（1963 年）
にあたりケヤキの苗木 1000 本を植え
ました。風の日は砂ぼこりが舞い、雨
の日は泥でぬかるみ、“湘南砂漠”と
揶

や ゆ

揄されたこの土地は、50 年近い歳
月を経て、みどり豊かなキャンパスへ
と生まれ変わりました。

央通りの長さは約 350m。そ
の両わきに植えられたケヤ
キの木は数百本に及びます。

植樹当初は 80㎝程度の丈しかなかっ
た苗木も、今では立派な大樹へと生長
し、見事な並木道を形成しています。
今回はこの通りを中心に、東西 2 つの
サイドに分け、散策しましょう。

サイドのスタート地点は、
北門からキャンパスに入り、
噴水わきの坂道を下った辺

り。この先に伸びているのが中央通り
です。８つの部室棟をながめたあと、
７、６、５号館を回ったら、南門を出
て公道を横断し、武道館、Ｊ、Ｋ、Ｌ
館と回ります。ものつくり館がゴー
ル。近くに平塚駅行きのバス停がある
ので、ここを発着点として、東から西

願

中

西 の順に散策することもできます。
サイドは国際会館を見たあ
と南門をくぐり、Ａ～Ｈ館
を 回 っ て、16、 ９、12、17

号館とめぐります。途中の REFRE や
ログハウスで休んでも、ゴールのカ
フェテラスで休んでも OK です。自分
のペースで散策を楽しみましょう。
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湘南キャンパス
　　中央通り散策マップ
　湘南キャンパスを南北に貫くメイン
ストリート、中央通り。創立者が愛し
たケヤキの木々が両わきに植えられ、
見事な並木道を形成しています。
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W❶ 部室棟

　課外活動の各クラブの部室が連なっ
て入居しています。「部室第１棟」（総合
体育館西）が 1967（昭和42）年３月、「第
２棟」（ラグビー場西）が同年 10 月に竣
工。以後 1995（平成７）年５月竣工の

「第９棟」（テニスコート西）まで順次建
てられました。第５棟は欠けており、
全部で８棟。写真は手前から第６、４、
３の各棟です。いずれも構造はコンク
リートブロック造２階建て。延床面積
は 445.04㎡（第１、第 2 棟とも）から
124.92㎡（第３棟）まで、まちまちです。

W❸ 体操体育館
　【竣工】1983（昭和58）年５月

【構造】鉄骨造２階建 　　　
【延床面積】991.67㎡ 　　　

　体育の授業のほか、男女の体操競技
部が練習などで使用しています。鉄棒
や平均台、つり輪など、体操競技で用
いられる各種の器具が設置されてい↗

↗ます。“床”の器具は2012 年春に新装。
前年に都内で開催された、国際大会で
使用された最新のものを導入しました。
　なお現在と同じ場所に、初代の体操
体育館が 1967（昭和 42）年６月に建て
られました。当時は「第三体育館」とも
呼称されていました（第一体育館＝総合
体育館、第二体育館＝武道館）。

W❷ 総合体育館
　　【竣工】1968（昭和43）年８月　

【構造】SRC１階建＋地下１階       
【延床面積】6,503.36㎡　　　

　体育の授業のほか、入学式や学位授
与式などの行事で使用される大規模↘

↘な体育館です。体育系クラブの練習
や試合会場としても利用されています。
　アリーナはバスケットボールコート２
面、バレーボールコート３面で同時に試
合ができる広さ。四方を囲む観客席は
2000 席を数えます。

W❺ COM SQUARE

　【竣工】2002（平成14）年１月    
【構造】鉄骨造２階建 　　　
【延床面積】2,941.92㎡　  　

　旧円形食堂（W ⑪参照）に代わって
新設された学生食堂です。２階のメイ
ン食堂と１階の軽食喫茶コーナーを合
わせた総席数は約600。売店や音楽ホー
ル、学生ホールなども併設しています。

W❹ ７号館
　【竣工】1969（昭和44）年５月

【構造】RC３階建　　　　　
【延床面積】3,429.34㎡　  　

　主に体育学部の講義棟として利用さ
れています。体育学部の学部長室と事
務室、また体育学科、武道学科、生涯
スポーツ学科、スポーツ・レジャーマネ
ジメント学科の研究室があります。

W❻ ６号館
　Ａ棟、Ｂ棟－１、Ｂ棟－2、Ｃ棟に分
かれた複雑な建物です。大小さまざま
な教室があり、講義に利用されています。
　Ａ棟は RC ４階＋地下 1 階建てで
1970（昭和 45）年５月竣工。Ｂ棟－１
は RC2 階、Ｂ棟－2 は RC1 階建てで、
ともに 1971（昭和 46）年１月竣工。Ｃ
棟は RC ２階建てで 1970 年９月竣工。
全館の延床面積は 12,165.52㎡です。

中央通り〔西〕 Central Avenue West Side

※構造に関する略記号　RC ＝鉄筋コンクリート造　　SRC ＝鉄骨鉄筋コンクリート造
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中央通り〔西〕 Central Avenue West Side

W❽ 武道館
【竣工】1966（昭和41）年10月　 　
【構造】RC・SRC１階建＋地下１階
【延床面積】3,379.80㎡　　   　　

　正面を入って右に 200 坪・400 畳の
柔道場、左に同じ広さの剣道場が対称
に配置されています。両道場の内部は
富士山を想起させるデザインです。一↗

↗般の体育の授業や体育学部武道学科
の授業で使用するほか、柔道部や剣道
部などが稽古に使用しています。
　地下にはレス
リング場、ウェ
イトトレーニング
場が備わってい
ます。

W❾ 附属体育館
【竣工】1984（昭和59）年３月
【構造】鉄骨造２階建　 　　
【延床面積】965.55㎡　 　　

　体育の授業のほか、各種スポーツ系
のクラブが練習などで利用します。一般
的な体育館同様、２階の中央は吹き抜
けです。更衣室
が男女それぞれ
４室ずつ、計８
室と充実してい
ます。

W❼ ５号館

【竣工】1968（昭和43）年４月
【構造】RC３階建＋地下１階
【延床面積】8,987.33㎡　  　

　理学部の学部長室、事務室、研究室
などがあります。また学生が自由に使え
るコンピュータ室のほか、総合情報セン
ター、情報教育センターなどが入ってい
て、湘南の電子情報の中枢といった趣
きです。玄関ホールのそばには情報処
理技術遺産に認定された、トランジス
タを使ったコンピュータ「NEAC-2203」

（1961 年、NEC 製）が展示されています。

W� ものつくり館
【竣工】1967（昭和42）年３月
【構造】SRC２階建  　　　　
【延床面積】1,336.72㎡ 　 　

　当初は「円形食堂」という名称で、
望星学塾に寄宿する塾生たちの食堂や
浴室（右写真）など
がありました。塾の
制度が廃止されたあ
とも食堂として、一
般の学生や教職員が利用してきました。
　老朽化のため食堂としての機能は
COM SQUARE に譲りましたが、改修
工事を経て 2006 年度からは「チャレン
ジセンターものつくり館」として再び学
生たちが集う場となりました。

West Side Story
　西サイドの散策は、夕刻がお勧めで
す。体育館に武道館、ものつくり館に
部室棟。テニスコートやラグビー場もあ
ります。夕暮れ時なら課外活動に打ち
込む学生たちの真摯な姿が見られるか
と思います。
　ゴール付近に、平塚駅行きのバス乗
り場があります。バス停の名前は「東海
大学」。次の停留所は「東海大学正門前」
です。南門から坂を下った先にある正門
まで、ケヤキ並木も真っすぐ続いていま
す。この道も「中央通り」といえるかも
しれません。東サイドの散策の前に、正
門まで往復してみるのもいいですね。

W� Ｊ館、K館、L館
　Ｊ館は 1964（昭和39）年２月、K 館は
1965（昭和40）年 6 月、L 館 は 1967（昭
和42）年 2 月にそれぞれ竣工しました。
当初は「望星学塾」１、２、３号館の名で
塾舎・寮として使われていました。
　1974（昭和 49）年東海大学医療技術
短期大学が開校し、この建物を使用し
ました。写真のＫ館は現在も医療短↗

↗大の本部として機能しています。Ｊ館
は短大と大学の共用施設。Ｌ館は短大
の学生寮でしたが、現在は東海大学の
留学生の寮となっています。

※構造に関する略記号　RC ＝鉄筋コンクリート造　　SRC ＝鉄骨鉄筋コンクリート造
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中央通り西側中央通り〔東〕 Central Avenue East Side

E❶ 国際会館

【竣工】1968（昭和43）年３月
【構造】RC４階建　　　　　
【延床面積】2,138.01㎡　  　

　竣工当初は女子学生の塾舎、「女子
望星学塾」として、1974（昭和 49）年
からは留学生の寄宿舎、国際会館とし
て利用されています。
　1974 年に望星学塾の４つの建物が転
用される際、それぞれ仮にＩ、Ｊ、Ｋ、
Ｌのアルファベットが割り当てられまし
た。しかしＩ館に相当するこの建物の名
称は国際会館で定着。湘南キャンパス
にも、愛（Ｉ）は確かにあったのです。

E❷ A館～H館
　正式には「研究実験館Ａ」というよ
うに呼びます。すべて RC ２階建てで、
延床面積は 2000㎡強です。Ａ館とＢ館
は 1965（昭和 40）年６月に、上写真の
Ｇ館は 1968（昭和 43）年４月に竣工し
ました。
　Ｄ館とＨ館は 1969（昭和 44）年８↗

↗月、隣接地に９号館が竣工した際、
合併されました。書類上は９号館の一
部ですが、今もＤ館、Ｈ館として呼ばれ、
利用されています。
　主に工学系の研究室や実験室とし
て利用されています。下写真のＥ館は
2010 年度の観光学部の開設に合わせて
改装、１階に同学部の研究室などが入っ
ています。

E❸ 16号館
【竣工】1997（平成９）年８月
【構造】RC５階建　　　　　
【延床面積】6,772.22㎡　  　

　大小 18 の教室が入った講義棟です。
４階には６つのコンピュータ室が入って
います。２階のデッキを通じて 17 号館
と行き来ができます。

E❺ REFRE（リフレ）
【竣工】2007（平成19）年10月
【構造】軽量鉄骨造１階建 　
【延床面積】663.54㎡ 　　　

　工学系の学生が集う南東エリアで、
設置が長く要望されてきたアメニティ↘

↘施設です。併設のコンビニエンススト
アは月曜から土曜の午前８時半から午
後６時まで営業しています。

E❹ ９号館
【竣工】1969（昭和44）年８月
【構造】RC４階建＋地下１階
【延床面積】10,127.28㎡　　

　工学部の中でも電気系、情報系の研
究室や実験室などが入っています。2007

（平成 19）年 11 月には１階に IH の調
理器具を備えたキッチンスタジオが設↗

↗けられました。なお延床面積はＤ館と
Ｈ館を含んだ数字です。

E❻ 12号館
【竣工】1986（昭和61）年６月　
【構造】SRC13階建＋地下１階
【延床面積】23,380.33㎡　  　

　工学系の中核施設として利用されてい
ます。工学部と情報理工学部それぞれ
の学部長室や各学科の研究室、実験室、
実習室などが入っています。工学系図書
の充実した図書館の分館もあります。

※構造に関する略記号　RC ＝鉄筋コンクリート造　　SRC ＝鉄骨鉄筋コンクリート造
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中央通り西側中央通り〔東〕 Central Avenue East Side

E❼ 1棟、2棟、6棟
　正式には「第一実験実習棟」等と表
記します。竣工時期はまちまちですが、
いずれも1960 年代後半に建てられまし
た。工学系の実験室や実習室などが入っ
ています。
　写真の６棟には航空宇宙学科の研究
室や実験室などが、２棟には天体観測
ドームが設けられています。かつては３、
４、５棟もありましたが取り壊され、跡
地に 12 号館が建っています。

E❾ ログハウス
【竣工】1990（平成２）年３月
【構造】木造１階建　　　　
【延床面積】298.07㎡　　　

　「ログ」の名のとおり建材に丸太を使っ
た学生食堂です。屋内での飲食はもち
ろん、テイクアウトできるメニューも人気
です。ゼミやクラブなどが貸し切って利
用するケースも多くあります。

E❽ 糖鎖工学研究施設
【竣工】2002（平成14）年２月
【構造】鉄骨造３階建　　 　
【延床面積】1,709.93㎡　  　

　東海大学糖鎖科学研究所が活動して
います。「糖鎖」は、ブドウ糖などさまざま
な糖が鎖のようにつながった物質です。
病気の発症メカニズムなどに関係してい
るといわれ、その研究は治療薬の開発
などにつながると期待されています。

E� 17号館
【竣工】2000（平成12）年６月　
【構造】SRC６階建＋地下１階
【延床面積】16,509.00㎡　  　

　理工系分野を中心とした最先端の教
育･ 研究拠点「未来科学技術共同研究
センター」が入っています。学内から研
究課題を公募、選出された研究プロジェ
クト･ チームが施設を利用できます。
　また２階から４階部分にある「ネクサ
スホール」は、講演会や展示会などさま
ざまなイベントの会場として利用されて
います。

E� カフェテラス
【竣工】2008（平成20）年10月
【構造】RC１階　　　 　　　
【延床面積】347.22㎡  　　　

　コーヒーや紅茶などの各種ドリンク、
サンドイッチなどの軽食を販売するドトー
ルコーヒーショップです。
　座席数は屋内 106 席、オープンデッ
キ 60 席。営業時間は午前９時から午↗

↗後６時まで（土曜日は午後４時まで、
日曜祝日は休み）です。

◀ 1963（昭和 38）年５月ごろ、湘南キャンパス開設
当初の中央通り。奥にかすんで見える１号館には、ま
だ鉄塔がない。▼ 1967（昭和 42）年５月ごろの中央
通り。植樹当初は 80㎝ほどの苗木だったケヤキの木々
も生長している。現在の並木道と比較すると面白い。

East Side Story
　東サイドは工学部生のホームグラウン
ドといった雰囲気で、西サイドとはまた
違った湘南キャンパスの姿を実感してい
ただけたかと思います。近年は REFRE
やカフェテラスなどアメニティ施設が拡
充され、学生たちも、ほっと一息入れる
ことが容易になったようです。
　散策の疲労をそれら施設で癒していた
だいたら、キャンパスを後にする前に、も
う一度ケヤキ並木をながめてみてください。
　夏は緑に萌え、秋は紅に染まるケヤ
キの並木は、まもなく50 周年を迎える
湘南キャンパスの歴史とともに、そこに
集う者の誇りへと育ちました。どうぞ↗ 

↗二度、三度と訪れ、さまざまに表情
を変えるキャンパスの散策を楽しんでく
ださい。

※構造に関する略記号　RC ＝鉄筋コンクリート造　　SRC ＝鉄骨鉄筋コンクリート造
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